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今回の表紙  ハワイ大学 カピオラニ・コミュニティカレッジでの異文化実習中の学生
特集１のテーマは、ハワイ大学との学術交流協定締結について。昨今、グローバル人
材の育成が取り沙汰されている中、宮崎公立大学（以下、ＭＭＵ）では毎年、入学定
員の半数を超える学生を海外に送り出しています。写真は、異文化実習中のハワイで
の様子。留学は、語学を学ぶに限らず、文化や習慣も学べる貴重な機会です。（P. ２へ）08vol.

宮崎公立大学広報誌『MMU SHiP vol.8』は、ＭＭＵの職員が企画・取材・執筆・デザインを行いました。

ハワイ大学２校と
学術交流協定を締結 !

特集１

特集２
宮崎のなかのハワイ 青島の魅力

　中国留学特集
　教えてみんなのサブカル事情

　中山 本文 教授
　いろんな場所に出没するサークル

　福田 稔 教授

　日向市立財光寺中学校教諭 淵田 春香 さん
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2015 年度異文化実習に参加しました！

ハワイ大学マノア校は、世界約 80 カ国、アメリカ全 50
州より約 20,000 名の学生が学んでいるハワイで最大かつ
最も知名度の高い大学です。第二外国語教育研究では全米
1 位を誇り、言語学、遺伝学などハワイの特徴を生かした
学問も非常に盛んに行われています。この度、協定を締結
したマノア校の附属施設であるインダストリアルリレー
ションズセンターでは、主に労使関連の研究が行われてお
り、共同研究や教職員の相互派遣等にて協力を行います。

（大学データ）創立：1907 年、学生数：約 20,000 名、
留学生数：約 1,200 名、学生教授比率 13：1

カピオラニ・コミュニティカレッジは、ハワイ大学機構の
コミュニティ・カレッジ７校のうち、最大の規模を誇り、
本学と同様にリベラルアーツ教育を実施している学校で
す。キャンパスは、世界的に有名なワイキキビーチの東に
位置するダイヤモンドヘッドの近くにあることから、とて
も景色が良いのが特徴です。また、繁華街にも近く、非常
に便利な環境にあり治安も良好なため、留学生に大変人気
がある短期大学です。

（大学データ）創立：1964 年、学生数：約 8,700 名、留
学生数：約 650 名、学生教授比率 20：1

MMU の皆さん、アロハ！
KCC の魅力はなんといっても多様な
学問・文化を、多様な考えを持った人
たちと共に学べること！グローバルに
活躍したい、視野を広げたいといった
ダイナミックな考えをお持ちの方にと
てもおすすめです！

グローバルセンターでは、留学
に関する情報の提供や、相談・
質問を受け付けています。

新たにハワイ大学２校と
学術交流協定を締結しました。

KCC（短期留学担当）
Palakiko Yagodich 教授

KCC（短期留学担当）
佐藤 Kapuaolehua さをり 准教授 MMU SHiP vol.08 23 MMU SHiP vol.08

ハワイ大学マノア校
インダストリアルリレーションズセンター

ハワイ大学
カピオラニ・コミュニティカレッジ

2015 年 6 月、宮崎公立大学は、ハワイ大学マノア校インダストリアルリレーションズセンターおよびハワイ大学カピオラニ・
コミュニティカレッジと学術交流協定を締結しました。これを機に、更なる国際交流の発展と、語学教育の充実をより一層図っ
てまいります。

学術交流協定締結によって、新たにカピオラニ・コミュニティカレッジ（KCC）
との異文化実習（短期派遣研修）がスタートしました。

プログラム内容について

文法やライティングはもとより、会話中心にアクティ
ビティやゲームを行いつつ英語力の向上を図ります。
また、地元学生との交流もあります。

ハワイの歴史、文化、伝統的な知恵・暮らし方や価
値観から、自分たちの役割を考えたり、日系移民の
歴史などをワークショップ等を通して学びます。ま
た、フラダンスの体験やレイを作るワークショップ
も開催され、たくさんのハワイ文化を体験すること
ができます。

（サイトビジット先）
・パールハーバー USS ミズーリ号
・KCC ファーマーズマーケット
・カメハメハ 5 世司法センター
・ワイメア植物園
・プランテーションビレッジ　など

英語を学ぶ 歴史や文化を学ぶ

ハワイのプログラムでは、インタビュー
などによって英語を話す機会がたくさ
ん用意されており、英語力の向上に繋
がりました。さらにハワイ語も学べるの
で、一気に trilingual です！（笑）現地
の学生や他国からの留学生との交流は
もちろん、フラダンスを踊ったり、ビー
チに出かけたりと、ハワイの文化にも
たくさん触れることができ、とても充
実した３週間でした。

KCC 異文化実習第 1 期生（1 年）
椎  智菜美さん

KCC 異文化実習第 1 期生（3 年）
本武 靖也さん

留学に関することは
グローバルセンターへ！！

グローバルセンター
主任主事　小林 元気

現地の方から、ウクレレやフラダンス
を学ぶプログラムが設けられていたり、
様々なサイトビジットを行ったりと、ハ
ワイの文化や歴史を学びながら、語学力
の向上を図ることができました。また、
休日にバスに乗って出かけたり、ダイ
ヤモンドヘッドに登ったりと、ハワイ
ならではの貴重な経験ができました。

Q：KCC への異文化実習費用はどの程度ですか？
A：航空券等の渡航費が 20 万円、現地滞在費と授業料
が 35 万円、食費や小遣いで５万円で総額 60 万円と
なりますが、渡航費の半額分（上限 10 万円）が大学
から助成されますので、今年度の自己負担総額は約 50
万円でした。

Q：治安は？
A：ハワイはとても治安のいいところです。日本人観光
客だけでなく、日系の住民も多いので安心です。

Q：研修中に休日はありますか？
A：基本的に土日は休日となります。英語力向上のため
休日用の課題が準備されていますが、時間を有効に活
用することで、ハワイの文化に触れる機会を設けるこ
とも可能です。
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き
っ
か
け
は
「
卓
球
」
だ
っ
た

　
中
学
生
の
頃
か
ら
卓
球
を
始
め
、
部
活
動
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
ク
ラ
ブ
に
も
参
加
し
て
い
た
私
は
、

高
校
生
に
な
る
と
「
将
来
は
、
卓
球
専
門
誌
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記
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い
」
と
思
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ま
し
た
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Ｍ
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に
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会
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す
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ま
し
た
。
流
暢
に
中
国
語
を

話
す
彼
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を
見
て
、
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球
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ん
で
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で
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中
国
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言
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事
で
も
き
っ
と
役
に

立
つ
、
そ
う
考
え
て
大
学
２
年
次
よ
り
中
国
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ん
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溶
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っ
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中
国
で
の
生
活

　
始
め
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費
留
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よ
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と
決
め
て

い
ま
し
た
。
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中
国
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留
学
先
の
蘇
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大
学
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は
大
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の
冬
に

異
文
化
実
習
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一
度
行
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、
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費
留
学
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ま
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近
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。
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目
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。
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方
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、
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
中
国
語
を

学
び
始
め
ま
す
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そ
の
意
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で
、
英
語
に
比
べ
て
中

国
語
を
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ス
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ラ
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は
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同
じ
で
す
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目
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を
立
て
て
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り
勉
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れ
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、
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も
語
学

力
を
向
上
さ
せ
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こ
と
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き
ま
す
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、
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に
で
も

公
費
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来

何
を
し
た
い
の
か
、
留
学
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か

す
の
か
を
考
え
て
留
学
に
臨
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
し
て
留
学
中
、
何
度
か
体
調
を
崩
し
た
の
で
、
自

省
を
込
め
て
、
留
学
先
で
は
体
調
管
理
に
気
を
つ
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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世界へ漕ぎだせ !
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中国／蘇州大学

CHINA / Soochow University
大久保 弘樹 さん
４年　日本文学ゼミ
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上野 麻衣さん（蘇州大学：公費留学）
今中国で何が流行っているか、日本ではあまり知られ
ていないように感じます。中国の方にも日本に対する
親近感を持ってほしいので、留学中は多くの人の興味
を引くサブカルチャーを題材に、中国についてブログ
で紹介していきたいです。もちろん、中国の様々なと
ころに出かけていきたいですね。

瀬戸口 千史さん（蘇州大学：公費留学）
異文化実習で見た中国が自分のイメージと大きく違っ
ていて、もっと中国について知りたいと思い、留学を
決めました。中国文化論ゼミに所属していることもあっ
て、留学中は中国の伝統的な舞台演劇である「崑曲」
について学び、中国へ行ったことのない人に、中国の
面白さを伝えられるようになりたいですね。

馬込 国幸さん（蘇州大学：公費留学）
短期研修で MMU に来た留学生たちが、別れ際に「日
本が大好きになった」と言ってくれてとても嬉しかっ
たのを覚えています。異文化実習で中国を訪れた際も、
不安な中で多くの中国人の方々が親密に接してくれま
した。今回の留学でも、「何事も、評価する上で一度は
自分の目で見てみる」姿勢で臨みたいと思います。

濵園 夏菜さん（蘇州大学：公費留学）
私が中国語を勉強するようになったのは、中国語の音
の響きに魅せられたからなんです。異文化実習で現地
の方に発音を褒められたことも嬉しかったので、留学
中は発音を中心にもっと中国語を勉強したいと思って
います。将来就く仕事でも、中国語を生かして働いて
いきたいですね。

津波 愛乃さん（北京語言大学：国費留学）
異文化実習で蘇州大学へ行ったときにニュースで初め
て外から日本を見て衝撃を受けました。将来新聞記者
になりたいので、中国語の勉強を通して、日本人の知
らない日本や、現地で感じた中国を伝えたいです。日
本中国友好協会が募集する中国政府奨学生の漢語進修
生として、１年間みっちり中国語を勉強してきます。

田中 亮佑さん（重慶大学：国費留学）
言語を学ぶ喜びって、バックグラウンドの異なる人た
ちを理解しようとすることだと思います。日本ではあ
まり知られていませんが、重慶は日本軍が戦略爆撃を
行った地です。その重慶で、戦後 70 年の節目に日本
人の僕に何ができるかを考え、行動したいと思います。
また、重慶は食べ物が辛いので挑戦したいですね。

小林 南海子さん（四川大学：私費留学）
初めての異文化実習で「中国をもっと知りたい！」と
思い、もともと中国の食文化にも興味があったので、
２度目の異文化実習では中国の食文化を研究テーマに
掲げて参加しました。私費留学は留学先を自由に選択
できるので、四川大学を留学先と決めて、食文化に関
する研究をさらに深めたいと思っています！

七野 帆乃美さん（延辺大学：トビタテ ! 留学 JAPAN
日本代表プログラム＊）
中国・韓国の 2 度の異文化実習を通して中国朝鮮族につ
いて知り、興味を持ちました。少数民族である彼らの自
治州における生活から、日本におけるマイノリティーの
方でも住みやすい、生きやすい社会づくりのヒントを得
たいと思っています。また、食においても文化が交わる
ところなので、料理教室などにも参加したいですね。
＊トビタテ ! 留学 JAPAN 日本代表プログラム
2014 年からスタートした官民協働海外留学支援制度。

延辺大学

蘇州大学

北京語言大学

四川大学
重慶大学

2015 年は、ＭＭＵから８名の学生が中国へ留学する。
半年から一年間に渡って中国で何を学ぶのか、
留学に向けての抱負を語ってもらいました。

公費留学（蘇州大学）のＭＭＵによる支援
 ●該当期間の授業料免除（ＭＭＵ及び蘇州大学に支払う授業
　 料の全てを免除）
 ●該当期間、奨学金４万円を毎月支給
 ●協定校等での学修を、本学の単位として認定
　（一部卒業単位として利用可能）
 ※発行時現在。支援内容は渡航先によって異なります。

留学中に一時帰国し、
東京で開催された卓球
の世界選手権で通訳
ボランティアをしま
した。これはそのと
きに親しくなった、中
国代表でロンドン五輪
金メダリストの張継科

（チャン・ジーカ）選
手と撮った一枚です。

講義ではディスカッ
ションの時間がとても
多く、海外の留学生は
遠慮せずにとことん発
言していて熱くなるこ
ともありました。でも
講義が終わると元通り
に皆仲良く昼食に行く
んです。それがとても
印象的でした。

留学先で様々な国籍の
学生たちと交流ができ
たのは、貴重な思い出
ですね。

合　同　企　画

中国留　学特集
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　日南線のディーゼル車。がたごとのんび
り走る風情のある列車である。　 2 幸せを
呼ぶという黄色いポスト。　 3 青島ビーチ
マーケット。営業は夏季限定。　 4 南国カ
ラーのトゥクトゥクが海辺の景色に馴染む。
5 青島は絶好のサーフポイント。世界大会
も開催されている。　 6 海岸沿いの遊歩道。
木花運動公園から青島漁港付近まで整備さ
れている。　 7 植物園の中にひっそりと佇
む埴輪。背中に QR コードがついていて、
県内の観光情報を発信している。　 8 青島
駅付近にある漁師料理屋さんのお刺身。びっ
くりするほど新鮮で美味しい。

特集２　宮崎のなかのハワイ・青島の魅力

 　
９
月
某
日
。
突
き
抜
け
る
よ
う
な
快
晴
は
、
換

言
す
れ
ば
太
陽
光
線
を
遮
る
雲
の
不
在
で
あ
り
、

暦
の
上
で
は
も
う
秋
だ
と
い
う
の
に
、
宮
崎
市
内

の
気
温
は
当
然
の
よ
う
に
摂
氏
30
度
を
上
回
る
。

市
街
地
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
熱
気
を
蓄
え
、
冷
房

の
効
い
た
建
物
の
一
歩
外
に
出
れ
ば
、
た
ち
ま
ち

汗
は
吹
き
出
し
、
身
体
は
急
激
な
温
度
変
化
に
戸

惑
う
。
い
く
ら
地
方
と
は
い
え
、
宮
崎
市
の
中
心

市
街
地
は
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ジ
ャ

ン
グ
ル
。
全
身
が
水
を
欲
し
て
い
る
。
海
だ
。
海

が
見
た
い
。

　
Ｊ
Ｒ
南
宮
崎
駅
か
ら
一
両
編
成
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
に
飛
び
乗
り
、
日
南
線
を
南
下
す
る
こ
と
25
分
。

青
島
駅
に
降
り
立
つ
と
、
中
心
市
街
地
の
喧
騒
は

消
え
失
せ
、
ど
こ
か
小
学
生
の
頃
の
夏
休
み
を
思

い
出
さ
せ
る
よ
う
な
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
景
色

が
眼
前
に
広
が
る
。
レ
ト
ロ
な
石
畳
に
誘
わ
れ
る

ま
ま
数
分
も
歩
く
と
、
そ
こ
に
は
紺
碧
の
海
と
空
、

人
々
が
波
と
戯
れ
る
砂
浜
、
鼻
を
つ
く
潮
の
香
り

と
潮
騒
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
植
生
、
ま
さ

に
ハ
ワ
イ
的
な
南
国
風
景
が
待
っ
て
い
た
。

　
ビ
ー
チ
に
降
り
立
ち
正
面
を
仰
ぐ
と
、
石
畳
は

そ
の
ま
ま
海
を
渡
り
、
朱
色
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、

青
島
神
社
に
至
る
。
北
に
目
を
や
れ
ば
、
海
岸
線

は
緩
や
か
に
湾
曲
し
な
が
ら
ど
こ
ま
で
も
伸
び
て

い
き
、遥
か
彼
方
に
シ
ェ
ラ
ト
ン・グ
ラ
ン
デ・オ
ー

シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー
ト
の
45
階
層
の
ビ
ル
が
屹
立
し
て

い
る
の
が
う
っ
す
ら
と
見
え
る
。
海
岸
の
南
方
は
、

「
鬼
の
洗
濯
板
」
と
呼
ば
れ
る
ギ
ザ
ギ
ザ
に
浸
食
さ

れ
た
波
状
岩
が
広
が
り
、
独
特
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
形
成
す
る
。

　
こ
こ
は
こ
の
世
の
楽
園
か
。
ぼ
ん
や
り
と
立
ち

尽
く
す
私
の
横
を
、
屋
根
つ
き
の
三
輪
タ
ク
シ
ー

が
ぱ
た
ぱ
た
と
音
を
立
て
て
走
り
抜
け
て
い
く
。

振
り
返
れ
ば
、ビ
ー
チ
の
一
角
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
フ
ー

ド
や
雑
貨
を
売
る
コ
ン
テ
ナ
屋
台
が
立
ち
並
び
、

人
々
は
ビ
ロ
ー
樹
の
木
陰
に
置
か
れ
た
テ
ー
ブ
ル

で
食
事
を
と
り
、
語
り
合
っ
て
い
る
。

 

皆
、
表
情
が
と
て
も
優
し
い
。
海
が
、
空
が
、
ビ
ー

チ
が
、
人
々
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
い
る
。

　
再
び
海
に
目
を
や
る
と
、
海
面
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と

人
影
が
見
え
る
。
サ
ー
フ
ィ
ン
や
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー

ド
に
興
じ
る
人
々
が
波
を
待
っ
て
い
る
の
だ
。
さ

ら
に
沖
に
は
カ
ラ
フ
ル
な
ヨ
ッ
ト
の
帆
が
見
え
る
。

海
面
を
す
る
す
る
と
滑
る
様
子
は
い
か
に
も
涼
し

げ
だ
。
海
岸
線
に
沿
っ
て
き
れ
い
な
遊
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
犬
を
連
れ
て
散
歩
す
る
人
、
ラ

ン
ナ
ー
、
自
転
車
で
駆
け
ぬ
け
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ

に
海
岸
を
楽
し
ん
で
い
る
。

 　
海
や
海
が
見
え
る
風
景
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
身

体
を
動
か
し
、発
汗
す
る
。ど
こ
に
目
を
や
っ
て
も
、

青
と
白
と
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。
最
後
に
こ
ん
な

に
も
「
広
い
」
景
色
を
眺
め
た
の
は
、
ど
の
く
ら

い
前
の
こ
と
だ
ろ
う
。
い
つ
ま
で
も
眺
め
て
い
た

い
、
い
つ
ま
で
も
包
ま
れ
て
い
た
い
。
こ
の
場
所

に
は
、
そ
ん
な
魅
力
が
あ
る
。

　
そ
し
て
私
は
は
た
と
気
づ
く
。
中
心
市
街
地
の

利
便
性
と
青
島
の
大
自
然
を
同
時
に
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
、
宮
崎
市
に
住
む
こ
と
の
贅
沢
に
。

青島の魅力
特集２

宮崎のなかのハワイ

「ハワイ」と聞いて、頭に浮かぶイメージはなんだろう。
　　　　　　青い空、白い砂浜、南国の植物？
　　　しかし、それらはハワイの専売特許ではない。
　　　　　　　　宮崎市青島の魅力に迫る。

１

２

３

４

５

６

７

８
１

 　
私
の
研
究
の
ひ
と
つ
に
、
大
正
時
代
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
青
島
の
絵
は
が
き
を
千
枚
以
上
収

集
し
、
青
島
が
観
光
地
化
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス

を
社
会
学
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
実
は
、
昭
和
初
期
ま
で
の
絵
は
が
き
の
青
島
に

お
い
て
、
現
在
我
々
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
南

国
リ
ゾ
ー
ト
的
な
要
素
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
亜
熱

帯
植
物
の
中
に
松
や
神
社
が
混
在
し
て
い
る
独
特

の
雰
囲
気
を
も
つ
場
所
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
青
島
に
観
光
名
所
と
し
て
の
光
が

当
た
っ
た
の
は
、
２
つ
の
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
１
つ
は
帝
国
大
学
教
授
ク
ラ
ス
の
植
物

学
者
が
青
島
に
研
究
調
査
を
目
的
と
し
て
来
訪
し
、

青
島
の
自
然
が
科
学
的
に
権
威
づ
け
ら
れ
て
、「
青

島
熱
帯
性
植
物
産
地
（
当
時
）」
と
し
て
特
別
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
。
も
う
１
つ
は
、
皇

族
が
相
次
い
で
青
島
に
来
訪
し
た
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
庶
民
の
観
光
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
た

昭
和
初
期
に
、
青
島
が
県
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客

の
ま
な
ざ
し
に
さ
ら
さ
れ
る
中
で
、
そ
の
混
沌
と

し
た
魅
力
の
中
か
ら
ビ
ロ
ー
樹
の
よ
う
な
「
南
国
」

要
素
を
選
択
的
に
選
び
取
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

※
倉
准
教
授
の
青
島
に
関
す
る
研
究
は
、
宮
崎
公

立
大
学
人
文
学
部
紀
要
第
17
巻
第
1
号
に
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

倉  真 一
Associate Professor　Shinichi Kura 

社会学ゼミ

准 教 授
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は
佐
賀
県
出
身
で
す
。
農
家
に
長
男
と
し
て

　
　
　
生
ま
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
将
来
は
当
然
家

を
継
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
高
校
３
年
生
の
秋
頃
、
僕
の
田
舎
に
あ
る
企

業
の
工
場
が
で
き
て
、
父
親
が
そ
こ
の
工
場
長
に
抜

擢
さ
れ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
父
親
が
、「
こ
れ
か

ら
は
農
業
一
本
じ
ゃ
だ
め
だ
、
勉
強
し
て
み
な
い
か
」

と
言
っ
て
き
ま
し
て
ね
。
野
球
少
年
だ
っ
た
僕
は
最

初
そ
ん
な
気
は
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
新
し
い
世

界
を
見
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
て
、
勉
強
を
始
め
ま

し
た
。

　
そ
こ
か
ら
約
１
年
間
、
農
業
の
手
伝
い
を
し
な
が

ら
、
ラ
ジ
オ
講
座
と
高
校
の
教
科
書
で
一
生
懸
命
勉

強
し
ま
し
た
よ
。
体
力
だ
け
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た

か
ら
ね
。
そ
し
て
県
外
の
大
学
の
外
国
語
学
部
に
進

学
し
ま
し
た
。
当
時
は
仕
送
り
も
な
く
自
分
で
生
活

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
ア

ル
バ
イ
ト
も
い
ろ
い
ろ
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
勉
強

も
し
ま
し
た
よ
。
勉
強
が
好
き
と
い
う
よ
り
、
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
１
ド

ル
３
６
０
円
の
時
代
で
、
留
学
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、
大
学
の
授
業
と
、
あ
と
は
独
学
で
や

り
ま
し
た
ね
。
言
語
を
学
ぶ
に
は
、
ち
密
に
文
章
を

読
ん
で
コ
ツ
コ
ツ
や
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
か
ら
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
録
音
し
て
聞
い
た

り
、
英
字
新
聞
を
取
っ
て
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
、佐
賀
に
戻
っ
て
教
員
を
し
よ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
ま
だ
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
役
に
立
た
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
大
学
院
に
進
ん
で
英
文
学
を

学
び
ま
し
た
。
大
学
院
を
卒
業
し
た
後
は
英
語
教
員

と
し
て
教
鞭
を
執
り
ま
し
た
が
、
文
法
や
読
解
の
授

業
が
中
心
で
、
英
文
学
を
教
え
る
機
会
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
や
は
り
、
英
文
学
専
攻
で
す
か
ら
、
自

分
の
研
究
を
し
た
い
と
い
う
の
も
あ
っ
て
、
Ｍ
Ｍ

Ｕ
に
き
た
ん
で
す
。
当
時
は
開
学
当
初
で
、
教
職

員
も
学
生
も
、
や
る
気
に
燃
え
て
い
ま
し
た
よ
。
と

に
か
く
土
台
づ
く
り
に
一
生
懸
命
で
し
た
。
学
生
が

真
面
目
な
の
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。

　　
　
　
の
学
生
に
言
い
た
い
こ
と
？
そ
う
で
す
ね
、

　
　
　
敢
え
て
言
う
と
す
れ
ば
、
物
を
見
る
目
を
磨

い
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
判
断
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
こ
で
教
養
が
生
き
て
き

ま
す
。今
は
便
利
な
も
の
が
周
辺
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

が
、便
利
も
度
を
過
ぎ
る
と
害
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
が
ど
こ
ま
で
自
分
の
た
め
に
な
る
の
か
、
見
極

め
て
欲
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
自
分
の
言
葉
と
い

う
も
の
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
生
き
る
と

い
う
こ
と
は
、
自
分
の
言
葉
を
持
ち
、
使
え
る
よ
う

に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
外
国
語
を
や
っ

て
い
る
と
、
全
て
の
土
台
は
母
国
語
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
ゼ
ミ
生
た
ち
に
も
、
毎

回
ゼ
ミ
の
前
半
に
日
本
語
の
文
章
を
音
読
さ
せ
て

い
ま
す
。
文
章
に
は
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
は
音
に

出
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
ん
で
す
。
寝
て
い
る

文
字
を
起
こ
す
と
、
そ
の
言
葉
の
奥
行
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
と
ば
を
マ
ス
タ
ー
し
た
け
れ
ば
母
国
語
も
外

国
語
も
音
読
を
繰
り
返
す
こ
と
で
す
ね
。

　
Ｍ
Ｍ
Ｕ
に
き
て
あ
っ
と
い
う
間
に
20
年
以
上
た

ち
ま
し
た
。
教
員
生
活
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
か
ら
、
最
近
は
特
に
、
授
業
一
コ
マ
一
コ

マ
を
、
慈
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
い
か
に
よ

り
多
く
の
お
土
産
を
学
生
た
ち
に
持
た
せ
る
か
、
印

象
に
残
る
授
業
を
す
る
か
。一
瞬
の
学
生
の
輝
く
目
、

何
か
に
触
れ
た
と
感
じ
た
時
、
何
物
に
も
代
え
が
た

く
、
愛
お
し
く
、
あ
り
が
た
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
し

て
勤
め
上
げ
た
後
は
、少
年
に
戻
っ
て
、作
物
を
作
っ

た
り
、
魚
釣
り
に
行
っ
た
り
、
素
朴
な
生
活
を
し
た

い
で
す
ね
。　

僕 新
し
い
世
界
を
見
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

今 自
分
の
言
葉
を
持
ち
、
使
え
る
人
間
に
。

中 山  本 文
昭和 26 年生まれ　北九州大学（現北九州市立
大学）外国語学部米英学科卒業、熊本大学大学
院文学研究科英文学専攻。母校の佐賀県立厳木
高校、北九州工業高等専門学校の英語教員を経
て平成 6 年より現職。

Professor　Motofumi Nakayama 

教授

ファッション、音楽、読書はみんなの関心ごと。
とある秋の１日、MMU のキャンパスをぶらりと
歩いて出会った人々のサブカル事情を調査して、
ファッションスナップ風に仕上げてみました。

　　早田　勇介／１年生　福岡県出身
❶テーラードジャケットに黒パンツできれいめに
まとめつつ、スニーカーで抜いているところ。❷
Beatles の "Hey Jude" ❸柳生好之『東大現代文
でロジカルシンキングを鍛える』❹勉強にサーフィ
ンに毎日が充実していること。

　　日髙　優歩／ 4 年生　大分県出身
❶カメレオン T シャツと、ネコのくつ下です。❷
Jason Derulo の "Marry Me" ❸伊東ひとみ『キ
ラキラネームの大研究』❹住みやすいところ！

　　Nathan Ducker ／助教 UK Southampton 出身

❶ A happy smile and "can do" attitude. ❷
Macklemore and Ryan Lewis の "Can't Hold 
Us" ❸ Alexandre Dumas『The Count of 
Monte Cristo』（英語）❹ Relaxed Atmosphere, 
small university so I can recognize many staff 
and students.

　　李　恩知／留学生　韓国蔚山広域市出身
❶靴です。❷ SEKAI NO OWARI の " プレゼント
" ❸キムリョリョン『優雅な嘘』（韓国語）❹先生
と学生たちが優しくて、日本の生活が楽しいです。

　　金　允貞／留学生　韓国蔚山広域市出身
❶黒の細身のパンツです。❷ Carly Rae Jepsen
の "I Really Like You" ❸浅見帆帆子『いつも忘れ
ないで。』❹宮崎での生活を始めて約１ヶ月ですが、
全てがてげいいです♡

　　合澤　美希／附属図書館司書 福岡県出身
❶異素材が組み合わされていて襟のある黒のトッ
プスです。❷ Crystal Kay feat. 安室奈美恵の
"REVOLUTION" ❸池上彰『わかりやすく < 伝え
る > 技術』❹学生数が少ない分、大学祭やスポー
ツデーなどの行事やイベントに主体的に参加する
ことができて、学生生活がとても充実しています。
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- 教 え て み ん な の サ ブ カ ル 事 情 -

❶ファッションのポイント、❷ハマっている１曲、❸最近感銘を受けた本、❹ MMU にきてよかったことは？
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３
日　
平
成
27
年
度
入
学
式
を
挙
行

13
日　
ハ
ワ
イ
大
学
等
と
の
学
術
交
流
協
定
調
印

　
　
　
式
を
挙
行
（
詳
細
は
特
集
１
を
参
照
）

14
日　
日
米
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「Life,Politics 

　
　
　

and Culture in the U
.S.A and 

　
　
　

Japan

」
を
開
催

24
日　
市
民
講
座
「
能・狂
言
入
門
」
を
開
講
（
講

　
　
　
師
：
宝
生
流
シ
テ
方
師
範 

杉
岡 

敏
英
氏
）

17
日　
福
田
教
授
に
よ
る
自
主
講
座
「
基
本
英
単

　
　
　
語
で
学
ぶ
英
語
の
仕
組
み
」
を
開
催

18
日　

第
５
回 

凌
雲
杯 

中
国
語
コ
ン
テ
ス
ト
を

　
　
　
開
催

1
日　
戸
髙
教
授
に
よ
る
「
ひ
ら
め
き
★
と
き
め

　
　
　
き
サ
イ
エ
ン
ス（
目
指
せ
発
音
マ
ス
タ
ー
）」

　
　
　
を
開
催

２
日　
Ｍ
Ｍ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
２
０
１
５　

　
　
　
（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
開
催

8
日　
永
松
教
授
に
よ
る
「
ひ
ら
め
き
★
と
き
め

　
　
　
き
サ
イ
エ
ン
ス
（
自
然
と
共
に
生
き
る
）」

　
　
　
を
開
催

18
日　
定
期
公
開
講
座
「
地
域
か
ら
リ
ス
ク
と
文

　
　
　
化
を
考
え
る
ー
戦
争・犯
罪・異
文
化
理
解・

　
　
　

災
害
の
観
点
か
ら
ー
」
を
開
講
（
〜
10
月

　
　
　
16
日
）

25
日　
平
成
27
年
度
前
期
卒
業
式
を
挙
行

ＭＭＵの新着情報は、ウェブサイトでもご確認いただけます

  P
ick

u
p

 N
ew

s

6

市
民
講
座
「
能
・
狂
言
入
門
」

を
開
講

24

Ｅメールアドレス
mmu-ship@
miyazaki-mu.ac.jp

新

規

教

員

紹

介

宮崎公立大学広報誌『MMU SHiP』vol.8 はお楽しみいただけましたか？
読者の皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしております！　右記の E メールアドレスへ
お送りください。

＞＞

　
ア
ロ
マ
の
勉
強
を
始
め
て
、
か
れ
こ
れ
十
年

に
な
る
。
資
格
を
取
っ
て
、
某
協
会
の
会
員
に

も
な
っ
た
。
そ
れ
に
飽
き
足
ら
ず
、
ハ
ン
ド

ケ
ア
や
骨
盤
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
講
習
会
に
も

通
っ
た
。
ア
ロ
マ
の
イ
ベ
ン
ト
で
ハ
ン
ド
ケ
ア

を
し
て
い
る
と
き
、
学
生
の
取
材
を
受
け
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
い
つ
か
お
店
で
も
開
こ
う
か
と
思
い
始
め
た

頃
、
全
国
的
に
ア
ロ
マ
の
お
店
が
急
増
し
た
。

結
局
、
そ
の
夢
は
諦
め
た
が
、
そ
の
代
わ
り
日

常
生
活
で
ア
ロ
マ
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
好
き
な
香
り
は
、
イ
ラ
ン
イ
ラ
ン
や
ラ
ベ
ン

ダ
ー
な
ど
の
甘
い
香
り
に
オ
レ
ン
ジ
等
の
柑
橘

系
を
混
ぜ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
と
て
も
心
が
落

ち
着
く
。
集
中
し
た
い
時
は
柑
橘
系
が
中
心
に

な
る
。
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
も
よ

い
。
寒
い
季
節
の
体
調
管
理
に
も
、
ペ
パ
ー
ミ

ン
ト
、
エ
キ
ア
セ
ナ
、
ユ
ー
カ
リ
な
ど
を
活
用

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
出
張
先
の
ホ
テ
ル
の

部
屋
で
も
ア
ロ
マ
を
焚
い
て
寛(

く
つ
ろ)

い

で
い
る
。
時
に
は
効
能
を
無
視
し
て
、
書
斎
で

大
好
き
な
薔
薇
系
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
を
楽

し
み
な
が
ら
、『
我
が
輩
』
の
苦
沙
弥(

く
し
ゃ

み)
先
生
の
ご
と
く
本
の
上
で
寝
て
し
ま
う
こ

と
も
。

　
ち
な
み
に
、
純
粋
な
薔
薇
の
精
油
は
一
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
で
五
千
円
は
下
ら
な
い
。
私
が
使
っ

て
い
る
の
は
、
複
数
の
香
り
を
調
合
し
て
薔
薇

の
香
り
に
似
せ
た
精
油
で
あ
る
。
こ
の
薔
薇
系

は
本
物
よ
り
か
な
り
安
く
入
手
で
き
る
。

　
石
け
ん
作
り
に
も
熱
が
入
り
、
ア
ロ
マ
ソ
ー

プ
・
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
精
油
を
染
み
込
ま
せ
た
石
け
ん
で
作
っ
た
）

ピ
カ
チ
ュ
ー
で
挑
ん
だ
が
、
敢
え
無
く
予
選
落

ち
。
気
分
を
取
り
直
し
て
、
香
水
作
り
に
も
挑

戦
し
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
難
し
い
こ
と
。

香
水
作
り
に
は
、
香
り
に
対
す
る
並
外
れ
た
感

性
と
緻
密
な
計
算
が
求
め
ら
れ
る
。
石
け
ん
作

り
の
比
で
は
な
か
っ
た
。

　
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
香
り
の

成
分
は
肺
で
直
接
血
管
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
る
と
、
ア
ロ
マ
は
痛
く
な
い
注
射
の
よ
う

な
も
の
。
だ
か
ら
、
私
は
精
油
や
ハ
ー
ブ
の
品

質
に
こ
だ
わ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
煤
が
出
る
の
で

ロ
ー
ソ
ク
の
火
で
ア
ロ
マ
を
焚
く
こ
と
も
し
な

い
。
不
純
な
物
を
身
体
に
取
り
入
れ
る
の
は
極

力
避
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
香
り
に
は
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両

極
の
効
果
が
あ
る
こ
と
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
だ
。
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
避
け
る
こ
と

は
特
に
重
要
で
、
ア
ロ
マ
を
学
ん
だ
と
き
は
、

「
ア
ロ
マ
の
禁
忌
」
を
叩
き
込
ま
れ
た
。
こ
れ

を
知
ら
な
い
と
、
毒
を
血
液
に
入
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
ア
ロ
マ
を
楽
し
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
人
は
多
い

と
思
う
。
た
だ
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
精
油
や

ハ
ー
ブ
の
種
類
と
効
能
を
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調
べ

る
こ
と
を
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
。
ヤ
バ
い
く
ら

い
大
好
き
な
香
り
で
も
、
身
体
に
合
わ
な
い
も

の
は
ヤ
バ
い
く
ら
い
ヤ
バ
い
の
で
あ
る
。

編

集

後

記

9 J
u

n
e

J
u

ly

A
u

gu
st

S
ep

tem
b

er

8 4A
p

ril

そ
の
香
り
、
ヤ
バ
い
で
す

◆
執
筆

　
福
田　
稔 

教
授
（
英
語
学
ゼ
ミ
）

甲
南
大
学
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
言

語
学
部
Ｍ
Ａ
修
了
、
帝
塚
山
学
院
大
学
人
間
文
化
学
部
を
経
て

２
０
０
２
年
に
助
教
授
と
し
て
本
学
に
着
任
。
２
０
０
６
年
よ

り
現
職
。
専
門
は
理
論
言
語
学
。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
。

GOSSHiP= ゴシップ＝噂。MMU の部・サークルに関する噂の真実を調査。×

アカペラ部 部長
野田 桃子さん（３年生）

英米文学ゼミ

　
今
回
のM

M
U SHiP Vol.8

は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
？
い
つ
も
と
少
し
ト
ー
ン
が
違

う
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
実
は
、

今
回
は
学
生
記
者
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
職
員
４
名
で
作
成
し
ま
し
た
。
編
集

会
議
は
、
学
生
が
参
加
し
て
い
な
い
せ
い
か
、

若
干
活
気
が
足
り
な
い
よ
う
に
も
思
え
ま
し
た

が
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
と
ま

た
一
味
違
う
、
大
人
の
哀
愁
が
漂
っ
て
い
る
よ

う
な
…
（
笑
）。
み
な
さ
ん
の
感
想
を
早
く
お

聞
き
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

Vol.8

で
は
、「
特
集
１
」
の
ハ
ワ
イ
大
学
と

の
学
術
交
流
協
定
の
記
事
か
ら
、「
し
っ
ぽ
り

×
視
界
よ
し
っ
！
」
の
中
国
の
記
事
な
ど
、
Ｍ

Ｍ
Ｕ
ら
し
い
国
際
色
豊
か
な
記
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。
私
が
担
当
し
た
「
未
来
のCom

pass

」

で
は
、
社
会
に
出
て
も
な
お
目
標
に
向
か
っ
て

努
力
を
続
け
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
す
る
卒
業

生
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
影
響

さ
れ
て
し
ま
う
私
は
、
自
分
は
目
標
を
持
っ
て

日
々
過
ご
し
て
い
る
の
か
？
こ
の
ま
ま
歳
を
重

ね
て
い
い
の
か
？
と
、
自
問
自
答
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
答
え
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
自

分
を
見
つ
め
直
す
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

M
M

U SHiP

は
、
年
２
回
、
春
と
秋
に
発

行
さ
れ
ま
す
が
、
何
か
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す

る
の
に
ぴ
っ
た
り
の
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
記
事
を
書
い
て
い
る
私
は
、
帰
省
の
た
め
、

明
日
か
ら
海
外
へ
渡
航
し
て
参
り
ま
す
。
日
常

と
は
異
な
る
文
化
、
人
び
と
に
触
れ
る
こ
と
で
、

多
く
の
刺
激
を
受
け
、
宮
崎
に
戻
っ
て
か
ら
の

仕
事
に
少
し
で
も
還
元
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
読
者
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
秋
か
ら
何

か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
担
当　
金
丸 

晴
香
（
企
画
総
務
課 

総
務
係
）

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
宮
崎
、
前
の
職
場
も
宮
崎

と
、
根
っ
か
ら
の
宮
崎
人
で
す
。
教
職
を
と
っ

て
い
な
い
学
生
さ
ん
と
は
接
す
る
機
会
が
少
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
と
親
し
く
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
専
門
は
日
本
近
現
代
文
学
で
、
講
義
で
は
日

本
文
学
や
日
本
文
化
論
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん
と
対
話
し
な
が
ら
、
日
本
文

学
を
読
む
こ
と
・
研
究
す
る
こ
と
の
お
も
し
ろ

さ
を
共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

野﨑 秀正 准教授
（のさき ひでまさ）

楠田 剛士 助教
（くすだ つよし）

 メ
デ

ィ
ア

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

専
攻

 言
語

・
文

化
専

攻

■
学
位
：
博
士
（
教
育
学
）

■
専
門
分
野
：
教
育
心
理
学

■
学
歴
：
広
島
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科
学

　
　
　
　
習
開
発
学
専
攻

■
学
位
：
博
士
（
比
較
社
会
文
化
）

■
専
門
分
野
：
日
本
近
現
代
文
学

■
学
歴
：
九
州
大
学
大
学
院 

比
較
社
会
文
化
学

　
　
　
　
府 

日
本
社
会
文
化
専
攻

2015.4 ~ 2015.9

MMU 
NEWS
P L U S

　
小
学
５・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
「
ひ
ら
め

き
★
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
（
日
本
学
術
振

興
会
委
託
事
業
）」
を
８
月
１
日
及
び
８
日
に

開
催
し
ま
し
た
。「
目
指
せ
発
音
マ
ス
タ
ー
」

で
は
、
音
声
認
知
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
英

語
の
発
音
練
習
を
、「
自
然
と
共
に
生
き
る
」

で
は
、
西
都
市
銀
鏡
地
区
の
焼
畑
跡
地
で
の

生
物
多
様
性
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

8
「
ひ
ら
め
き
★
と
き
め
き
サ

イ
エ
ン
ス
」
を
開
催

MMU SHiP vol.0811
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今
回
の
噂
：
い
ろ
ん
な
場
所
に
出
没
す
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
っ
て
本
当
？

CIRCLE GOSHiP
DE

いいだ
しっぺ

連続リレーエッセイ

その７

　
本
当
で
す
！　
私
た
ち
ア
カ
ペ
ラ
部
Ｅ
Ｐ
Ｏ

Ｃ
Ｈ
（
エ
ポ
ッ
ク
）
は
、
ハ
モ
ネ
プ
等
の
大
会

へ
の
参
加
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の
公
演
だ
け
で

な
く
、学
内
で
公
開
練
習
や
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
行
っ

た
り
、
地
区
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
部
員
は
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
22
人
と
多
い
の
で
す
が
、
５
、６
人
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
毎
週
火
曜
日
の
全
体

練
習
以
外
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
高
校
ま
で
合
唱
部
で
活
動
し
て
い
た
部
員
も

い
ま
す
が
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
始
め
る
部
員

も
多
く
、
最
初
は
上
級
生
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
デ
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ブ
に
向
け
て
練
習
し
て
い
き

ま
す
。
演
奏
す
る
曲
目
は
皆
で
話
し
合
っ
て
決

め
る
の
で
す
が
、
近
々
出
演
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、『
い
い
日
旅
立
ち
』『
Ｕ
Ｆ
Ｏ
』

『
ひ
こ
う
き
雲
』
を
演
奏
し
ま
す
。

　
思
い
通
り
に
声
が
出
な
い
と
き
な
ど
、
苦
労

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
場
所
で

の
活
動
を
通
し
て
、
観
に
来
て
く
れ
た
方
は
も

ち
ろ
ん
、
他
県
の
ア
カ
ペ
ラ
部
の
大
学
生
、
イ

ベ
ン
ト
の
主
催
者
な
ど
多
く
の
方
々
と
仲
良
く

な
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
活
動
や
ラ
イ
ブ
情
報
に
つ
い
て
は
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
発
信
し
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、見
か
け
た
際
に
は
、少
し
の
時
間
、

足
を
止
め
て
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。
私
た
ち
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
は
、
皆
さ
ん
の
心

に
残
る
音
楽
を
届
け
る
こ
と
を
目
標
に
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
！　
　

私がお答え
します！

←宮崎ランタンナイト
　でのライブ

主に講堂の会議室にて→
練習しています！　

  Index
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本
学
の
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た
正
式

な
能
舞
台
を
利
用
し
て
、
能
と
狂
言
を
学
ぶ

講
座
を
６
月
24
日
か
ら
７
月
29
日
ま
で
の
全

５
回
に
渡
っ
て
開
講
い
た
し
ま
し
た
。
講
師

に
は
宝
生
流
シ
テ
方
師
範
の
杉
岡 

敏
英
氏
を

お
迎
え
し
、
能
・
狂
言
の
歴
史
、
ス
ト
ー
リ
ー

の
構
成
、
能
面
の
役
割
な
ど
、
実
演
や
体
験

を
交
え
な
が
ら
専
門
的
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

1,8 ~
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は
　

こ
ち

ら
か

ら
ア

ク
セ

ス
！

日向市立財光寺中学校  教諭
淵田 春香 さん

平成 21 年度卒業生
英米文学ゼミ（当時）

社会で活躍するＭＭＵ卒業生に社会人とし
ての近況を語っていただきました

ト
ン
で
き
る
か
」
っ
て
聞
か
れ
て
…
え
？
み
た
い
な
。

そ
れ
が
中
山
ゼ
ミ
に
入
っ
た
き
っ
か
け
で
す
ね
（
笑
）。

で
も
、
そ
の
後
、
中
山
先
生
の
勧
め
を
受
け
て
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
異
文
化
実
習
に
参
加
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
英
語
に
興
味
が
湧
い
て
き
て
。
３
年
生
の
時
に
は
、

公
費
で
カ
ナ
ダ
に
も
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
ど
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。

ー
先
生
が
き
っ
か
け
を
く
れ
た
ん
で
す
ね
。

　
は
い
、
私
は
自
分
の
進
み
た
い
道
が
最
初
か
ら
は
っ

き
り
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
の
で
結
構
悩
み
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
中
山
先
生
に
相
談
し
て
色
々
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に

一
つ
ず
つ
目
の
前
の
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ
こ
と

で
、
良
い
方
向
へ
進
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
で
も
悩
ん
だ
と
き
は
中
山
先
生
に
会
い
に
き
て
い
ま

す
が
、
い
つ
も
本
当
に
良
い
刺
激
を
く
だ
さ
る
の
で
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
留
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
子

ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
還
元
し
、
今
度
は
私
自
身
が

子
ど
も
た
ち
の
良
い
刺
激
と
な
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ー
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
学
生
の
み
な
さ
ん
、
若
い
時
こ
そ
恐
れ
ず
色
ん
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
勉
強
や
就
職
な
ど
、
４

年
間
の
大
学
生
活
に
お
い
て
、
自
分
の
思
い
通
り
に
な

ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
を
言
い
訳
に
せ
ず
、
与
え
ら
れ
た
環
境
で
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
目
の
前
の

壁
を
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
て
い
く
、
そ
う
す
る
と
、
自

然
と
道
が
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

※
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
金
制
度

日
米
両
国
政
府
と
民
間
企
業
か
ら
の
奨
学
金
を
受
け
な

が
ら
米
国
に
留
学
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

ー
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

日
向
市
の
中
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
る
の
で
す

が
、
英
語
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
自
己
啓
発
等
休

業
と
い
う
自
己
啓
発
や
国
際
協
力
の
機
会
を
提
供
す
る

制
度
を
利
用
し
て
、
８
月
か
ら
約
１
年
間
、
ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
ま
す
。

ー
留
学
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
幸
運
な
こ
と
に
、「
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
金
制

度
（
※
）」
に
採
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
く
つ
か
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、「
語
学
ア
シ
ス

タ
ン
ト
」
と
い
う
も
の
に
参
加
し
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学

で
日
本
語
を
教
え
つ
つ
、
英
語
教
育
の
ス
キ
ル
や
米
国

の
社
会
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

ー
な
ぜ
社
会
人
に
な
っ
て
留
学
を
？

　
卒
業
し
て
す
ぐ
教
職
に
採
用
さ
れ
た
も
の
の
、
毎
日

が
目
の
前
の
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
。

平
日
も
帰
り
が
遅
く
、
週
末
も
部
活
動
の
指
導
等
で
、

曜
日
の
感
覚
も
な
く
…
。
正
直
き
つ
か
っ
た
で
す
。
で

も
、
も
っ
と
勉
強
し
て
、
自
分
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
た
い
と
い
う
想
い
を
ず
っ
と
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
教
職
４
年
目
に
突
入
し
た
時
、
や
っ
と
自
分
の
こ

と
を
考
え
る
余
裕
が
出
て
き
た
の
で
、
今
し
か
な
い
、

と
。

ー
仕
事
と
勉
強
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た
の
で
は
？

　
は
い
（
笑
）。
特
に
、
応
募
資
格
と
し
てIELTS6.0

以
上
の
ス
コ
ア
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
な
く
て
は
い
け
な

く
て
、
そ
の
た
め
の
勉
強
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

ー
そ
れ
程
想
い
が
強
か
っ
た
の
で
す
ね
。

　
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
身
が
英
語

を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
日
本
語
を
教
え

る
と
い
う
教
師
の
立
場
と
し
て
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
で

き
る
の
で
、
私
に
と
っ
て
は
最
適
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

絶
対
に
受
か
り
た
い
と
思
っ
て
必
死
で
勉
強
し
ま
し

た
。
で
も
明
確
な
目
標
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ

ま
で
苦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
久
々
の
受

験
勉
強
は
新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
で
す
（
笑
）。

ー
元
々
英
語
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
か
？

　
い
え
。
実
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
入
学
当
初
は
英
語
を
勉
強
す

る
気
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
何
を
や
り
た

い
と
い
う
目
標
も
な
い
ま
ま
、
試
し
に
中
山
ゼ
ミ
（
英

米
文
学
）
の
面
接
を
受
け
た
と
こ
ろ
「
君
は
バ
ド
ミ
ン

与えられた環境で
ベストを尽くす。

（宮崎県初のフルブライト奨学生）

恩師の中山先生と一緒に


